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混雑緩和
に向けて

北
千
住
駅
を
3
階
建
て
に
大
改
良

足
立
区
の
表
玄
関
と
し
て
ぱ
か
り
で
な
く
、
都
内
有
数

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
も
あ
る
北
千
住
駅
。
通
勤
や
通
学
、

買
い
物
な
ど
で
毎
日
、
数
知
れ
な
い
人
た
ち
が
行
き
果
し

て
い
ま
す
。
東
武
鉄
遒
と
帝
都
高
壥
度
交
通
慨
団
(
地
下

鉄
)
は
、
抜
本
的
な
混
雑
緩
和
盒
図
る
た
め
、
北
千
住
駅

の
立
体
化
に
よ
る
改
良
曇
酊
画
し
て
亶
乙
た
が
、
こ
の

た
び
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
へ

こ
の
工
事

は
東
武
伊
勢
崎
楾
ぷ
甲
鉄
日
比
谷
繚
の
ホ
ー
ム
膏
が
離

し
、
3
階
建
て
の
立
体
構
造
に
す
る
も
の
で
、
平
成
8
年

度
が
完
成
予
定
で
す
。

1日平均――

約61万人の利用者

東武線、日比谷線共 用 ホ ー ム

現
在
、
北
千
底
駅
は
J
R
常

磐
線
、
東
武
伊
勢
崎
線
、
地
下

鉄
日
比
谷
線
と
千
代
田
線
が
運

絡
し
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に

は
、こ
れ
ら
の
各
線
を
杲
n
換

え
る
利
用
煮
海
蘊
し
て
い
ま

す
。こ

の
つ
ち
、
常
雙
7

竿
代

田
線
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム

が
あ
り
ま
す
が
、
相
百
藥
n
入

れ
し
て
い
亟
果
武
線
と
E
比
谷

線
は
ひ
と
っ
の
ホ
ー
ム
膏
扇

し
て
い
家
す
。
こ
の
た
め
、
ホ

ー
ム
上
で
の
乗
り
換
え
は
、
混

雑
が
著
し
く
な
っ
て
い
ネ
T
。

東
武
線
、
り
比
谷
線
共
用
ホ

ー
ム
は
、
乗
降
客
と
各
線
か
ら

の
乗
り
感
奮
岔
で
、I
日
平
均

約
6
1
万
人
(
平
成
2
年
度
)
の

利
用
煮
が
の
ひ
、上
り
方
向
で

み
る
と
ラ
ッ
シ
ュ
の
ピ
ー
ク
時
　

(
午
前
7
時
3
0
分
～
8
時
3
0

分
)
に
、
お
ヱ
そ
3
0
%
が
集
中

し
て
い
ま
ぎ
y
。

混
雑
緩
和
の
決
め
手
と
し
て

平
成
8
年
度
に
完
成
予
定

今
回
の
北
千
庄
駅
収
艮
工
事

は
、
現
在
の
平
面
石
な
っ
て
い

る
駅
を
、―
置
竡
で
の
又
体
構

裨
じ

、
東
武
線
と
E
比
谷
線

の
ホ
ー
ム
を
分
雛
f
畚
左
に

よ
り
、
駅
の
混
雑
の
抜
本
的
な

解
消
を
図
る
も

の
で
T

。

1
階
は
東
武
線
(
2

面
4
線

ホ
ー
ム
)
、2
酳
ほ
コ
ン
コ
ー
ス
y

改

札
口

、
―
階
は
ほ
比
谷
線

(
2
面
―
線
ホ
ー
ム
)
、こ
れ
ら

各
階
の
連
絡
に
は
乗
り
懋
兄
の

利
便
性
を
図
る
た

め
、階
段
(
2
1

カ
所
)
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
介

基
)
な

と
の
設
置
を
酊
朋
U
て

い
求
T

。

こ
Q

ば
か
、
本
工
事
に
お

む

せ
、
予
代
田
線
と
の

乗
り
嫐

え

連
輅
を
便
利
に
す
る
だ

め
、
地

下
通
路
の
増
慇

覃

走

し
て
い

ま
ず

。

こ
の
エ
事
の
完
威
に
よ
り
、

ほ
ぽ
区
の
総
人
口
に
匹
陬
t
る

利
用
者
が
行
き
哭

惑
藏

が
、

大
き
ぐ
緩
和
さ
れ
忝
と
期
待
さ

れ
求
T

。

◎
工
事
に
関
す
る
お
問
い
台
わ

廿
ほ

、
東
武
鉄
道
広
報
セ
ン
タ

ー
　
(
3
6
2
1
)
5
0
6
1

、
ま
た
は
本
庁
舎
(
千
住
)
・

都
市
計
画
課
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
へ
。

北
千
住
駅
改
良
工
事
断
面
図

( 現況)

( 改良)

( 構造内容)
● 1階( 東武伊勢崎線ホーム)
幅員　 上りホーム…最大13. 8m

下りホーム…最大10m
長さ　 上り・下りホーム… 21Om

● 2 階( コンコース)
面積　約4, 800㎡

● 3 階( 営団日比谷線ホーム)
帽員　 上りホーム…最大12. 7m

下りホーム…最大10m
長さ　 上り・下りホーム… 154m

北
千
住
駅
完
成
イ
メ
ー
ジ
図

成
人
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

成
人
健
康
診
杏
ほ
、循
環

器
系
・
肝
機
能
な
こ
の
吸
人

祠
の
早
期
蔀
聳
雄
期
治
療

に
役
立
て
る
な
め
、4
0
驟
か

ら
6
4
鎭
ま
で
の
方
を
対
象
に
、

区
内
の
指
尽

蓊

機
関
で
健

康
診
査
を
行
う
も
の
で
T

。

自
ら
の
健
康
は
、
自
ら
守

る
な
め
に
、
こ
の
機
鈿
に
ぜ

ひ
受
診
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

対
象

昭
和
2

年
4

月
1
日

か
ら
昭
和
2
7年
l

月
3
1日

ま
で
に
生
一
れ
た
区
民
の

方
受
診
場
所

区
内
の
指
定
医

僚
機
関

実
施
期
間
6

月
1
日
I
フ

月
1
5日

受
診
費
用

崩
閃
‥
(
想
鰻

療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
)

申
込
方
法
4

月
1
且
覓

行
の
「あ
だ
ち
広
報
エ
ク

ス
ブ
レ
ス
」
に
と
じ
込
ん

で
あ
る
〝
成
人
健
康
診
査

受
診
甲
込
用
(
ガ
キ
〟

に
、

受
診
希
望
者
の
住
所
・
氏

名
を
配
入
の
つ
え

、4
月

2
5日
ま
で
に
郵
送
(
切
手

は
不
要
で
歹
)

※
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は

、

翼

診
票
等
を
送
付
し
求
司

問
盒

筅

太
庁
舎
(
千
庄
)
・

保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

区民ぐるみで

暴力団の追放を

東
京
は
『
丗
界
一
安
全
な

都
市
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
罍
嘔
ほ

、
暴
力

団
が
住
民
の
生
活
の
平
穏
を

脅
か
す
事
件
が
名
甎
じ
て
い

ホ
T
。

こ
R

だ
状
苳
循
媛
と

し
て
、
足
立
区
議
会
は
。
平

成
3
年
第
1
回
定
例
会
に
お

い
て
「
暴
刀
団
根
絶
に
関
す

る
決
議
」
を
行
い
ま
し
だ
。

ま
た
、a
月
卜
自
か
ら
は
。

「
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
が
昌
江
さ
れ
声
に処

。

そ
こ
で

、
こ
の
た
び
暴

力

留

除
活
勣
奮
曜
広
く
推
進

す
る

組
黻
ど
し
て
財
団
法
人

「
暴
力
団
響

都

民
セ
ン
タ
1

」
奮

弭
ふ
す
る
尸
と
に
な

ひ
ま
レ
た
。
足
立
区
で
は

、

こ
の
ま

目
に
賛
同
し
て

出
捐

金
を
支
川
F
葦

す
。
こ
の
法

人
の
業
務
内
容
は

、
暴
力
団

徘
除
意
識
の
啓
発
事
業
畜

力
団
に
関
す
戔

衵
談
業
騨
な

ど
で

す
。

区
で
は

、
こ
の
苹
盛
を
椎
一

浩

様

と
し
て

、
肇
察
・
区

布
丙

筺

民
が
一
体
と
な
っ

て
暴
力
団
の
根
絶
に
向
け
晧

勳
鷽
贔
U

て
い
孝
一

歹
。

区
民
、企
業
の
皆
孳
髮

。暴

力
9

莨
石

な
い
」
、
「
暴
力

団
に
金
を
出
さ
な
い

」、
「
暴

力
叨
屁
利
用
し
な
い
」
と
い

う
擧
刀
団
3

な
い
運
動
に
ご

孥
刀
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

、

区
民
一
人
ひ
こ
n
の
刀
を
貊

集
し

、
暴
力
の
な
い
明
る
い

住
み
よ
い
ま
石
づ
く
n
黍
晨

閧
し
乕
レ
よ
う
。

(
財
)
暴
刀
団
追
放
娶
氏
セ

ン
タ
L
と
は

□
設
立
目
的

東
亰
都
民
の
暴
力
団
排
除

意
諏
の
高
揚
、
資
金
源
の
遮

断
お
よ
ぴ
社
会
環
境
の
浄
化

夲
S
a
、
暴
力
団
の
坏
在
基

業
碵
絶
を
9

恚

。

□
設
立
日
(
予
定
)

平
成
4
年
5
月
1
日

□
設
立
発
起
人

東
京
都
、
都
内
市
区
町
村

参
内
焼
聞
が
袤
苧
(
忌

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
出
捐
金
を

支
出
し
、
そ
れ
娶
原
資
に
そ

の
運
用
茲
で
亊
單
奮
昨
い
ま

す
。

※
組
織
、
事
務
屈
の
隻
町
、

電
話
番
号
な
ご
具
体
的
内
容

に
つ
い
て
は
、
設
立
後
に
お

知
ら
せ
し
求
す
。

<
地
域
振
興
部
>

初
夏
の
区
内
め
ぐ
リ

グ
ル
ー
プ
で
施
設
見
学
を

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風
の

中
、
区
内
の
公
共
施
設
鷽
(

ス
で
巡
つ
て
み
ま
廿
ん
か
。

実
旛
月
a

月
1
7
月
(
平

日
計
4
回
)

時
間
午
前
1
時
～
午
後
4
　

時
(
雨
天
決
行
)

見
学
施
設

東
亰
蜃
飃

、

郷
土
博
物
館
、
し
ょ
う
ぶ

沼
公
園
、
花
畑
記
違

圜

ほ
か

対
象
1
8
歳
以
上
の
区
民
で

構
成
す
る

、
即
入
以
卜
蔔

人
以
内
の
グ
ル
ー
プ

募
乗
数
4

グ
ル
ー
プ

費
用

無
料

申
込
力
法

往
復
(
ガ
キ
に

グ
ル
ー
プ
名
、
代
表
者
民

名
、
庄
所
、
電
話
番
兮
、

「
グ
ル
ー
プ
籌
瞽
巫
蠱

希
望
I

」明
記
(
I
グ
ル

ー
プ
ト
違
に
限
口
季
歹
)

※
応
募
が
4
グ
ル
1・
プ
を
超

え
だ
場
台
は
汕
選

。
見
學
自

、

コ
ー
ス
等
に
つ
い
て
は
、
代

表
者
と
打
ち
台
わ
妙
で
決
め

ま
す
。

申
込
期
限
4
月
2
0
日
消
印
　

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舍

(千
住
)
・
広
報
課

〒
圀
千
住
1
1
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

1
㈹

足
立
区
長
選
挙
9
月
1
3日
に
決
定

足
立
区
長
の
任
期
両
了
に

伴
う
選
挙
が
、
次
の
日
程
で

行
わ
れ
る
左
に
な
n
ま
し

た
。

告
示
日
9

月
6
日
(
日
)

投
票
日
9

月
1
3日
(
日
)

※
鬨
票
は
即
日
開
票
で
T
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)・
選
挙
管
理
蠧
芯

3
8
8
2
T
1
1

1
㈹
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くらしの
情報

本庁舎(千住)への
お問い合わせは……

( 3882) 1111 ㈹
本庁 舎以 外 への お問い 合 わせ は 、
そ れぞ れの電 話 番号( 緑色) へ。

福

祉

障
害
者

ひ
と
り
親
・
世
帯
の

住
み
替
え
家
賃

助
成
が
始
ま
り

ま
し
た

4
月
か
ら
、
区
内
の
民
問
賃

貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
障
害
者

が
い
る
世
帯
お
よ
び
ひ
と
り
親

世
帯
の
万
が
、取
り
壊
し
に
よ

り
立
な
髻
泰
求
め
ら
れ
た
場

合
、
転
居
後
の
民
間
賃
貸
住
宅

の
家
賃
等
の
一
部
の
助
成
が
受

け
う
れ
ま
す
。

□
対
象
世
帯

次
の
要
堕
写
八
て
満
た
し

て
い
る
万
に
助
成
し
ま
す
。

▽
後
に
定
め
る
障
害
者
世
帯

ま
た
は
ひ

と
り
親
世
帯

▽
区

内
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る

▽
生
活

保
礁

原

ほ

て
い
な

い

▽
所
得
が
所
得
拮
準
額
の

範
囲
内
で
あ
る
(
表
1
)

▽
経

済
的
に
独
立
し
て
日
常
牛
活
を

営
め
る

▽
取
り
壊
し
に
関
す

る
家
主
の
証
明
が
提
出
で
き
る

(
障
害
者
世
帯
)
:
一
次
に
該
当

す
る
万
の
い
る
世
帯

▽
身
体
障
害
者
手
帳
―
～
4

級
の
交
付
奩

卮
リ
た
力

▽
愛

の
手
帳
1
～
3

度
の
交
付
夲
受

け
た
方

(ひ
と
り
親
世
帯
)
:

次

に
該

当
す
久
猫

歳
禾
満
(
1
8
歳
に
な

っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
)

の
児

竜
ど
そ
の
父
ま
た
は
母
お
よ
び

養
育
者
だ
け
で
構
成
す
る
世
帯

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た

は
母
が
死
亡

、
生
死
不
明

▽

父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上
遺
棄

霤
れ
て
い
る

▽
父
ま
た
は
ほ

が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る

▽
母
が
婚
姻
に

ぷ
包

い
で
懐
胎
し
た
靨
そ

ズ
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い

□
助
成
内
容

家
賃
・
:「
転
居
後
家
戸

と

「家
賃
助
収
插
準
昂
(
表
2
)

と
息
磑
し
て
少
な
い
方
の
額

と
「
転
・両
前
家
賃
」
の
差
額

転
居
一
時
金・
:転
居
時
に
要

し
た
権
利
金
・
礼
金
・
仲
介
手

数
料
(
転
居
一
時
金
助
成
基
準

額
の
範
囲
内
・
表
3
)

契
約
更
新
料・
:家
賃
助
成
を

営
け
て
い
る
方
が
契
約
更
新
時

に
か
か
る
費
用
(
家
賃
助
成
基

準
額
の
2
倍
を
限
度
)

□
申
請
に
必
要
な
も
の

転
居
前
の
申
請
が
必
要
で

す
。▽

転
居
前
住
宅
の
賃
貸
借
契

約
書
お
よ
び
家
賃
の
領
収
書
写

し
I
▽
住
宅
の
取
り
笋
し
に
関

す
る
家
主
の
証
明
書

▽
前
年

(
1
月
～
7
月
に
つ
い
て
は

前
々
年
)
の
所
得
を
証
す
る
書

類

▽
印
か
ん

▽
障
害
者
世

帯
の
場
合
・・身
体
障
害
耆
手
帳

次
に
婆
の
手
帳

▽
ひ
と
り

親
世
帯
の
場
苧
・戸
籍
謄
本
1

通
(
申
請
者
と
児
苜
が
同
じ
戸

豬
に
な
い
塲
合
は
そ
れ
ぞ
れ
I

通
ず
つ
)
ま
た
は
児
童
扶
養
手

当
証
泄
夕
黯
乃
と
ひ
親
家
庭

医
療
証

申
込
・
問
合
せ
先

▽
障
害
者

世
帯
の
方
…
本
庁
舎
(
千

住
)
・
障
害
福
祉
係

▽
ひ

と
ひ
親
世
帯
の
万
:
本
庁
舎

手
庄
)
ふ
袍
助
成
係

表1<所得基準額>

*平成4年4月分～7月分の支給について適用されます。

表2<家賃助成基準額>

表3<転居一時金助成基準額>

ご
利
用
で
す
か

高
齢
者
日
常

生
活
用
具
に

新
品
目
が
加
わ
り
ま
し
た

区
で
は
、
必
要
と
す
る
方
に

日
常
生
活
用
具
奎
又
給
、
ま
た

は
レ
ン
タ
ル
を
し
ま
す
。

こ
の
用
具
は
、6
5歳
以
上
の

ね
た
き
り
、ひ
と
り
暮
ら
し
お

よ
瑟
咼
齢
世
帯
の
万
が
、
自
宅

で
日
常
生
活
今
方
過
ご
し
や

す
く
す
る
た
め
の
も
の
で
罵

た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
、
一
部

貲
用
の
負
担
が
あ
り
豕
瓦

4
月
か
ら
、
浴
楠
簡
易
で
ず

り
、
ト
イ
レ
用
簡
易
で
す
ひ
、

歩
行
補
助
杖
う
凡
)
が
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
。

品
目

①
特
殊
寝
白
②
浴
喞
③

湯
乕
器
④
マ
ッ
ト
レ
ス
⑤
エ

ア
ー
パ
ッ
ト
⑥
便
座
⑦
特
殊

尿
器
⑧
入
硲
担
架
⑨
体
位
変

換
器
⑩
車
い
す
⑩
火
災
警
報

器
⑩
自
動
消
火
装
置
⑩
電
磁

調
理
器
⑩
ガ
ス
安
全
シ
ス
テ

ム
⑩
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
⑩
難

燃
性
寝
具
⑩
洸
髣
器
⑩
空
気

清
浄
器
⑩
ベ
ッ
ド
用
テ
ー
プ

ル
⑩
介
護
用
リ
フ
ト
⑩
移
動

用
バ
ー
⑩
歩
行
器
⑩
浴
槽
用

鬨
易
て
す
り
⑩
ト
イ
レ
用
簡

易
て
す
り
⑩
歩
行
補
助
杖

※
ひ
と
ひ
暮
弧
し
、
高
齢
世
帯

の
万
は
⑩
匚
⑩
の
支
紿
り
み
。

費
用
負
担
基
準

表
4
の
と
お

り
申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
各

福
祉
事
務
所
(
表
5
)
へ

表4　 高齢者日 常生活用具等給付事業費用負担基準

表5　 福祉事務所一覧児
童
育
成
手
当
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

児
童
育
成
手
当
が
4
月
か
ら

改
正
さ
れ
、
支
給
対
象
年
齢
が

変
更
と
な
叮
ま
にた

。

こ
れ
ま
で
、
義
務
教
育
終
了

前
ま
で
の
児
童
を
対
象
と
し
て

い
た
も
の
が
、
平
成
4
年
4
月

か
ら
は
1
6歳
未
満
(
1
6歳
に
達

し
た
日

の
哄
す
る

年
度
の
末
日
以
前
)
、

平

成
5

年
4

月
か

ら
は
1
7
歳
未
満

介

歳
に

達
し

た
日
の

哄
す
る

年
度
の
末

日
以
前
)
、平
成
6
年
4

月
か

ら
は
1
8
歳

未
満
(
1
8
歳
に
達
し

た
日
の

臈
す
る
年

度
の
末
日
以
前
)
と

な
ひ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
6
年
1
月
3
1

日
ま
で
の
問
は
、
年
齢
に
か
か

わ
ら
寺
義
務
教
育
在
学
中
の
児

童
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
内
容
は
従
来
と
変

わ
ら
す

、
障
害
乖
当
に
つ
い
て

も
内
容
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

へ

な
お
、
児
童
育
成
手
当
を

以
前
よ
ひ
受
給
中
の
対
象
児
童

で
今
年
義
務
教
育
夲
終
了
卜
た

児
萬
に
つ
い
ア
ほ
、
自
動
的
に
4

月
以
降
も
資
格
が
継
続
U
蚤

す
の
で
、手
続
き
は
不
要
で
罵

新
た
に
手
当
の
哭
件
に
該
当

し
た
方
は
申
請
の
手
靨
苳
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

□
育
成
手
当
・
:
1
6歳
禾
碣
の
児

竜
で

、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態

に
あ
る
児
莖

▽
父
ほ
が
離
婚

▽
父
ま
た

は
毋
が
死
亡

、
生
死
不
明

▽

父
書
に
は
毋
に
1
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る

▽
父
ま
に
は
母

が
法
令
に
よ
り
1
年
以
卜
殉

禁

さ
れ
て
い
る

▽
母
が
婚
姻
に

よ
人
な
い
で
懐
胎
し
た
児
竜
で

父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い

▽
父
ま
に
ば
母
が
重
度
の
障
害

(
身
体
障
害
者
手

帳
―
・
2

級

程
度
)

手
当
金
額
1

万
1

千
5
0
0円

(
4
月
分
か
ら
改
正
)

□
障
害
手
当
・・・
2
0瞋
未
満
で
心

身
に
障
害
が
あ
ひ
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
児
童

▽
精
神
薄
弱
で
「
愛
の
手
帳

」I
A

度

▽
身
体
障
害
で

「
身
体
障
害
者
早
帳
」1
・
2

級

▽
脳
性
マ
ヒ
ま
心
は
進
行

性
筋
委
縮
眤

手
当
月
額
1

万
3
千
濮
円

(
4
月
分
か
ら
改
正
)

※
各
手
当
に
は
所
得
制
濕
が
あ

り
(
表
6
)
、
状
況
に
よ
り
申
請

に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ホ
す

の
で

。
く
わ
し
ぐ
は
、
本
庁
舎

(千
住
)
・
児
苜
助
成
係
へ
。

表6　 児童育成手当所得制限額

※ 5 人以降は、1 人増えるごと に38 万円加算し ます。

戦
没
者
等
の

遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
が

請
求
で
き
ま
す

満
州
事
変
以
降

、
軍
人
・
軍

属
・
凖
軍
属
と
し
て
戦
闘
公
務

に
た
ず
さ
わ
り
、
戦
壟

素

ほ

そ
の
時
の
傷
祠
が
原
因
で
死
亡

匚
た

方
の
遺
族
で

、
死
亡
当
時

に
三
親
等
内
で
あ
り
法
に
定
め

る
先
順
位
の
万
が

、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
夏

湯

喘

特
別

弔
慰
金
を
受
け
ら
れ
毒
瓦

①
昭
和
6
0
年
4

月
1
ぼ
か
ら

平
既
元
年
1
月
3
1
日
ま
で
の

間
に

、
公
務
扶
助
料
・
遺
族

年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
な

く
な
っ
た
と
き

②
昭
和
6
0
年
4

月
2
日
か
ら

平
成
元
年
4
月
1

日
ま
で
の

開
に

、
傷
訶
恩
給
・
障
害
年

金
等
の
受
給
権
者
が
、
当
該

麦

享

受
堅

気

康

因
と
な

っ
た
障
害
の
た
め
に
死
亡
し

た
場
台
で

、
遺
族
内
に
遺
族

年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
な

い
と
き

※
今
ま
で
に
特
別
弔
慰
讐
怎
入

け
る
権
利
を
靡
た
方
お
よ
び
時

効
に
よ
り
失
権
し
た
方
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

支
給
金
額
1
8
万
円
(
6
年
償

還
の
国
庫
債
券
)

請
求
期
限
6

月
2
7日
(
期
限

が
過
ざ
る
と
蒔
効
に
よ
り
失

権
と
な
り
ま
す
)

請
求
・
問
合
せ
先

本
斤
舎
　

宇
住
)・
民
牛
係

栗原二丁目で見つけた菜の花畑

高
野
土
地
区
画
整
理
事
業

審
議
会
委
員
選
挙

投
票
日
は
6
月
2
8日

高
野
土
地
区
画
整
理
事
業

の
土
地
区
回
整
理
審
議
会
委

昌
選
挙
は
、
左
図
の
日
程
に

よ
り
行
わ
れ
求
罵

審
議
会

は
、
施
行
地
区
内
の
権
利
者

の
意
見
等
が
十
分
灰
映
さ

れ
、
事
業
を
公
正
に
進
め
入だ

め
に
設
け
ら
れ
る
附
属
機
関
で

す
。高

野
地
区
の
審
議
ふほ

、1
0

人
の
委
員
に
ょ
ひ
構
成
さ
れ
ま

す
。こ
の
う
ち
施
行
地
区
内
の

宅
地
の
所
有
者
お
よ
び
借
地
権

者
か
ら
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
る

委
H
は
日
人
で
す
。
残
り
2
人

の
委
貝
は
施
行
者
(
足
立
区
)

が
学
識
経
験
者
と
し
て
選
任
し

ま
す
。
な
お
、
委
員
の
任
期
は

施
行
規
程
に
よ
り
5
年
と
跫
め

ら
れ
て
い
欒
司

□
選
挙
権
と
被
選
挙
権

施
行
地
区
内
の
宅
地
に
つ
い

て
所
有
権
ま
応
は
借
地
権
の
あ

る
万
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
に

つ
い
て
I
個
の
選
挙
権
布
ぷ
ぴ

被
選
挙
権
が
あ
2

チ

。

所
有
権
と
借
地
権
の
両
方
の

権
利
を
痔
つ
て
い
る
刀
ほ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
権
利
に
各
―
個
の
選

挙
権
お
よ
び
胝
選
挙
権
が
あ
ひ

ま
す
か
、
被
選
挙
権
は
ど
蔡
り

か
一
方
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

な
お
、次
に
該
当
す
る
方
は
、

被
選
挙
瘴
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
未
成
年
者

②
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者

③
禁
固
至

の
刑
に
処
せ
負

そ
の
執
行
奩
叉
ま
で
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で

□
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
人
名
簿
に
登
載
ざ
れ
た

方
だ
け
が
、
選
挙
権
・
被
選

挙
権
を
行
便
で
さ
ま
す
。
施

行
地
区
内
に
所
有
権
・
借
地

権
の
あ
る

万
が
名
簿
に
登
載

さ
れ
ま
す
。

こ
の
名
唇

ぞ

片
1
7
日
か

ら
5

月
2
0
日
ま
で

本
庁
舎

(千
住
)
・
都
市
環
境
部
開

発
指
導
課
区
画
螫
埋
係
で
縦

覧
し
求
罵

名
簿
に
記
載
さ
れ
た
事
項

に
誤
2

記

載
も
れ
が
あ
る

と
き
は
、
こ
の
期
間
中
に
異

議
の
甲
し
出
が
で

量

子

。

申
し
出
が
正
当
と
認
め
ら
れ

る
と
名
簿
が
修
正
さ
れ
ま

す
。

□

立
候
補
受
付
期
間

6
月
6
日
1
1
5
日

立
候
補
さ
れ
る
方
吏

ほ

他
の
権
利
耆

笘

祕

補
者
と

し
て

推
せ
ん
さ
れ
る
万
ば
。

「
立
候
補
邵

・
「
立
候
補
推

せ
ん
届

」
を
期
間
内
に
足
立

区
長
(

足
立
区
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
)
に
提
川
U
て

く
が
ざ
い

。

問
合
せ
先

本
庁

舎
(
千

住
)
・
区
画
怒
農
一

高
野
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙
日
程

放
送
大
学

住
所
と
電
話
番
号

が
変
わ
り
ま
す

「
放
送
大
学
」
の
住
所
と
問
い
合
わ
せ

次
か
、
次
の
ぶ
つ
に
な
り
ま
す
。

住

所
4

月
1
日
か
ら

千
葉
市
美
浜
区
若
葉
2
―
1
1

電
話
番
号
4

月
2
9日
か
ら

0
4
3
-
2
7
6
-
5
1
1
1
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生
活

環
境

第3 回
生物調査

を行っています

区
で
は

、
昭
和
5
9
年
か
ら
4

年
に
I

回
、X
内
奎
九
れ
る
河

川
と
七
の
周
辺
に
す
む
烏
、魚
、

昆
虫
、
植
物
な
ぐ

笨
(
規
模
に

調
杏
U

、
そ
の
結
果
を
蔔
告
肅

に
ホ
こ
め
て
い
ま
す

。

こ
の
報
告
書
の
内
容
は
、
区

の
環
境
の
現
状
を
知
り
、
自
然

の
保
護
と
育
吸
寺
の
ざ
し
た
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
う
凡
で
、
肖
重
な
資
料
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
利
用

さ
れ
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
ふ
回
目
に
あ
た

り
、
昨
年
の
1
0月
か
皃
早
の
9

月
ま
で
の
1
年
問
の
予
定
で

実
施
中
で
す
。前
2
回
の
結
果

を
も
と
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た

調
査
毋
丁
る
た
め
、
ア
ド
バ
ル

ー
ン
に
カ
メ
ラ
を
つ
け
て
3
0
0
m

卜
召
か
ら
河
川
敷
の
写
真
を
擺

っ
て
賍
物
の
分
布
状
況
を
涓
べ

た
り
、
鳥
に
標
識
を
つ
け
て
行

動
範
囲
を
迥
蕋
す
る
と
い
っ
た

方
法
も
採
用
し
ま
す
。

3
月
に
は
中
間
報
告
書
私ま

と
ま
り
、
区
内
で
は
数
少
な
く

な
っ
た
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の

群
生
地
を
確
認
す
忝
丿
筬
果

が
あ
り
隰
に処

。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
来
年
2

月
に
出
版
す
る
「
川
の
生
き

物
だ
ち
Ⅲ
」(
仮
称
)
に
掲
載
す

る
予
定
で
罵

ご
期
待
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

水
質
調
杏
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

カメラをつけてアドバルーンを上げる　
( 西新井橋～扇大橋間で)

「カントウタンポポ」千住新橋付近の
荒川河川敷で

年

金

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

年
金
に
つ
い
て
、
次
の
ぶ
つ

な
相
談
は
あ
り
ま
廿
ん
か
。

▽
保
険
料
岑
た
め
て
し
ま
っ

て
納
め
ら
れ
な
い

▽
事
情
が

あ
る
の
で
、
も
う
少
し
待
っ
て

ほ
し
い

▽
長
い
こ
と
納
め
て

い
な
い
の
で
、
年
金
は
も
う
も

ら
兄
な
い
の
で
は
な
い
か

▽

年
金
の
し
く
み
や
手
続
襃
ひ
よ

く
分
か
ら
な
い

こ
の
よ
う
な
ご
相
談
に
こ
た

え
る
た
め
、
毎
月
、
出
張
相
談

鷽
忖
つ
て
い
ま
于
(
表
7
)
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
、
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ

い
。な

お
、
相
談
し
た
い
が
時
間

中
に
い
け
な
い
、
冢
夲
傴
守
に

す
る
こ
と
が
で
忝
な
い
、
そ
の

ぷ
刄
芳
は
、
直
桜
お
宅
へ
う

か
が
う
「
国
民
年
金
推
進
員
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表7　4 月のねんきん出張相談

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

毎
月
納
付
の
国
民
年
金
保
険

料
は

、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌
月

の
末
日
が
納
期
限
″
にな

っ
て
い

ネ
T

。3
月
分
の
保
険
料
は
、4

月
3
0
E
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

め
ア
く
だ
さ
い

。

ま
た
。
平
成
3
年
4

月
か
ら
4

年
3
月
分
ま
で
の
未
納
保
険

料
に
つ
い
て
も
、4
丹
3
0
日
ま

で
に
納
め
る
ぷ
つ
に
し
て

ぐ
だ

さ
い

。

や

ら
を
え

ず
、5
月
1

日
以

降
に
納
り

念
居

は
、
足
立
区

の
納
付
書
で
は
納
め

勺
こ
と
が

刄

量

疂

ん

。
足
立
社
会
保
険

事
務
所
(
　
3
6
0
4
0
1
1
1
)

発
行
の
納
付
書
で
納
め

て
ぐ
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
が

2
0歳
か
ら
の
国
民
年
金

平
成
3
年
4
月
1
日
か
ら
、2
0

歳
以
こ
の
学
生
の
万
も
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

声
だ

。

2
0歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
て
6
0歳
ま
で
4
0年
間
保
険
料

を
納
付
す
否
七
に
よ
り
、6
5

歳
か
ら
満
額
の
年
金
受
給
資
格

が
確
保
さ
れ
ホ
す
。ま
た
、
不

慮
の
事
故
等
に
よ
っ
て
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
障
害
年

金
が
受
松
百
れ
朿
罵

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

蓆
ほ
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
、
近
ぐ
の
区
民
事
務
所

奥
は

、
国
民
年
金
屎
刄
于
続

き
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
加
入
に
つ
い
て

は
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年

金
課
適
用
係
　
(
3
8
8

0
)
5
1
5
1

▽
免
除
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
係
　
　

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

保

険

平
成
4
年
度
か
ら

改
定
に
な
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
料

国
民
健
康
保
険
制
度
の
健
全

な
発
展
の
た
め
の
改
定
で
司

ご
理
解
と
ご
協
力
痂
お
願
い
し

康
司

最
高
限
度
額
4
4
万
円

均
等
割
額
1

万
6
千
8
0
0円

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

ス
ポ
ー
ツ

少
年
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
て
、
地
域
の
各
種
団
体
が

行
う
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
豕
す
。

対
象

▽
区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
嘗
エで
組
織
さ
れ
て

い
る
団
体
の
大
会

▽
大
会

は
1
0以
上
の
チ
ー
ム
(
団

体
)
、奥
底
川
人
以
上
の
參

加
者
が
あ
る
も
の

▽
要

項
・
規
約
が
明
確
な
大
会

※
た
だ
し
、
す
で
に
補
助
を
受

け
て
い
る
団
体
(
地
区
対
策
委

員
会
、
体
育
協
会
、
町
会
・
自

治
会
な
ご
)
が
主
催
す
る
大
会

は
除
耋
尽
す
。

申
込
方
法

体
育
課
に
あ
る
所

定
の
補
助
金
交
付
申
請
書
を

提
出

申
込
期
限
4

月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
　
(

千
庄
)・
体
育
振
興
係

■
訂
正
と
お
わ
び
　
3
月
2
5

日
号
、4
・
5
面
絵
地
図
の

「区
道
1
0
選
こ
膳
萋
示
の

国
茹
寥
逆
に
な
っ
て
い
ま

」た
。訂
正
し
て
お
わ
び
い

た
に
李
す
。<
広
報
課
>

みんなの健康 足 立 保 健 所　3855- 4151
千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171
中 央 本町 保 健 相談 所　3880- 5351本庁舎(千住)・保健予防係　3882- 1111 ㈹

※成人健康診査の申込期限か迫っています。お早目に手続きをしてください。( 1 面参照)

掲
示
板

□
(
仮
称
)
足
立
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
協
同
組
合
・
加
入
者

募
集足

立
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
協
力
の
た
め
、
新
組
合
を

設
立
し
豕
す
。
加
入
希
望
の

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
条
件

区
内
に
事
業

所
、
営
業
所
を
有
す
る
方

申
込
期
限
4

月
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

古
紙
を

考
羮
枩
代
表

高
僑
作

治
　
(
3
8
4
9
)
7
　

2
0
1

□
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付

は
お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
料
(
雇
用
保
険

料
と
労
災
保
険
料
)
は
、
す

で
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
甲
告

書
に
保
険
料
奮
不
え
て
、5

月
1
5ぼ
ま
で
に
最
寄
り
の
銀

行
、
次
に
は
郵
便
局
へ
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
労
働
保
険
の
保
険
料
率
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
く
わ
し

ぐ
は
、(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

適
用
課
　
　
(
3
8
7
0
)

8
6
0
9
へ
。

問
合
せ
先

▽
ふ
じ
色
の
申

告
晝
・
:都
労
働
経
済
局
雇

用
保
険
部
　
(
5
3
2
　
0
)
4
7
3
2

▽
く
ろ

色
の
申
告
書
:
東
京
労
働

基
準
局
労
災
滔
用
課

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

□
中
小
企
業
振
興
基
金
事
業

中
小
企
業
が
行
う
呎
の
事

業
に
助
成
し
豕
す
。

▽
融
合
化
助
成
亊
菓

▽
都

市
型
産
業
育
成
助
成
事
業

▽
産
学
公
提
携
助
成
事
業

▽
商
店
街
活
性
化
助
成
事
業

説
明
会
の
日
程
や
申
込
方

法
な
ど
、
く
わ
し
ぐ
は
、
都

中
小
企
業
振
興
公
社
・
業
務

部
助
成
課
　
(
3
2
5
1
)
7
8
9
5

へ
。

□
新
製
品
・
新
技
術
開
発
助

成
金
の
ご
案
内

中
父
篥
が
行
急
恥
昼

開
発
等
に
対
し
、
経
費
の
一

部
(
3
分
の
I
以
内
・
限
度

額
あ
り
)
奩
悃
助
し
ま
ず
。

説
明
会
日
程
・
場
所
4

月

1
6日
・
城
東
地
域
中
小
企

業
振
興
セ
ン
タ
1
、1
7
　

日
・
秋
葉
原
庁
舎
、2
1日
・

立
川
商
工
会
議
所

い
ず
れ
も
午
後
2
時
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
所
定
の
　

用
紙
で
5
月
6
日
～
1
3
日
　

に
都
労
働
経
済
局
商
工
計

田
部
計
画
課
へ

(
5
3
2
0
)
4
7
6
2

□
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

資
格
満
2
0
～
3
9
歳
ま
で
の
　

日
本
国
籍
夲
痔
つ
男
女

申
込
方
法
5

月
3
1日
ま
で

に
、
所
定
の
願
書
を
擺
出

く
わ
し
く
は
、
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
国
内
第
一
課
　

(
3
4
0
0
)
7
2
6
1
へ
。

□
「
さ
の
」
パ
ー
ト
募
集

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
ホ

ー
ム
ニ
般
、
痴
呆
)
、
機
能

訓
練
な
ど
に
通
う
、
在
宅
の

高
齢
者
の
方
た
ち
の
活
動
を

援
助
す
芻
江
事
で
す
。

対
象
4
0
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

明
る
ぐ
健
瞋
な
方

勤
務
日
時

月
土
I
曜
日

(土
曜
曰
は
月
2
回
保
み
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
　

く
わ
し
く
は
、
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
の

(
5
6
8
2
)
0
0
0
7へ
。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
教
育
講
演
会
「
7
カ
国
語

で
話
そ
う
」
5
月
6
日
　

(
水
)
、
午
後
互
陥
芬
～
8

時
3
0
分
/
w
I
z

サ
ロ
ン
/

定
員
1
0
0人
/

無
料
、
保
育
あ

り
/

加
藤
　
(
3
8
5
8
)
3
1
9
0

☆

「
と
べ
!

夢
ひ
こ
う
き
」

劇
団
風
の
子
公
演
5

月
7

日
(
木
)
、
午
後
6
時
卸
分
/

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/
入
会

金
2
0
0円

、
月
額
8
0
0円/

足
立

子

ど
も
劇

場

木
口
　

(
3
8
8
3
)
9
7
3
8

=
募

集
=

☆
手
描
友
禅
サ
ー
ク
ル
毎

凅
王
曜
日
奥
は
日
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
/
産
業
振

興
館
/
入
会
金
2
千
円

、
月

額
3

千
測
円
/

大

沢
　
(
3
8
9
9
)
4
9
2
2

☆
女
声
合
唱
コ
ー
ル
フ
ェ
リ

ー
チ
ェ
毎
週
月
曜
日
、午

前
m
一
時
～
正
午
/
伊
興
セ
ン

タ

ー
/
月
額
3

千
円
/

高

崎
　
(
3
8
8
3
)
0
9
9
7

☆
裏
千
家
茶
道
み
ど
り
の
会

毎
週
水
曜
日
、
午
後
2

時

～
4

時
/
伊
興
セ
ン
タ
ー
/

月
額
3

千
円
/

上
田
　

(
3

8
5
3
)
5
6
6
7

☆
千
住
ク
ラ
ブ
(
卓
球
)

毎
週
木

曜
日

、
午
後
7

時

ふ

時
/

第
三
中
体
育
館
/

入
会
金
5
0
0円

、
年
額
5

千

円
/

滝
沢
　
(
3
8
8
8
)
0
0
3
6
(

午
後
7
時
以
降
)
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作品募集

今からご準備を
「足立60 景展」10月開催

「足
立
6
0
景
」が
決
ま
り
、

1
0
月
に
は
こ
れ
を
題
材
と
し

た
、
「足
立
6
0
景
展
」を
鬩
肺
し

求
す
。皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
「
足

立

」を

、心
に
残
る
作
品
に
し

て
応
慕
し
ア
み

ま
せ
ん
か
。

募
集
作
品
(
6

都
門
)

▽
絵

画
(
少
年
こ

般
の
部
)
　

▽
写
真

▽
俳
句
(
少
年
・

一
般
の
部
)

▽
短
歌

※
少
年
は
中
学
―

や
で

歹
。

展
覧
期
間
▽
絵
画
…
1
0
月
了
　

日
～
1
2
日
▽
写
真
・
俳
句
・
　

短
歌
・
・
・
1
0
月
1
5
日
～
2
0
日

農
覧
場
所
W
l
Z

サ
ロ
ン

(北
千
住
ル
ミ
ネ
7

階
)

作
品
規
格
①
絵
圃
少
甼
・
i
　

人
L
点
、油
絵
・
水
彩
画
・
　

日
本
画
・
版
画
で
1
0
兮
以
下
　

(四
つ
切
り
)
、
油
絵
白

本

回
は
簡
易
額
緑
付

②
絵
画

一
般
・
・
・
よ
2

点
ま
で
(
同
じ

場
酊
の
作
品
は

不
可
)
、油
絵
・

水
彩
回
・
日
本

画
・
版
画
で
1
0

堂
た
ば
1
0
号

大
、額
縁
付
(
油

絵
・
日
本
圃
に

っ
い
て

ほ
、
ガ

ラ
ス

付

は

不

可
)

③
写
真

:
出
品
点
数
に
制
限
な
し

。

す
べ
て
四
つ
切
ひ
と
し

、
モ

ノ
ク
ロ

ー
カ
フ
1
べ
ぴ

ン
ト

戸
E
)に
ア
ル
ミ
額
付

④
俳

句
・
:少
年
・
一
般
と
も
出
品

点
数
に
制
限
な
し

。(

ガ
キ
L

收
で
一
句
の
応
募

⑤
短

歌
・・・
出
品
点

数
に
制
限
な

し

。(

ガ
キ
L

枚
で
一
首
の

に
募

応
募
力
法

▽
絵
画
・
写
真
・・・

出
品
申
込
醤
に
必
要
事
項
を

記
入
の
つ
茂
、
作
品
に
添
兄

文
化
振
興
係
へ
直
接
持
参

※
小
・
中
学
牛
ほ

尿
則
と
し
て

、

学
校
を
経
由
し
て
心
萇
じ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込
番
は
文

化
振
興
係

、
各
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
。
青
年
セ
ン
タ
ー
。
西
新

井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
あ
り
ま

す

。▽
俳
句
・
短
歌
・
:
(
ガ
キ
に

庄
所
・
氏
名
・
年
齢
(
少
年

の
部
は
学
校
名
・
学
年
)
。
作

品
の
場
所
を
明
記
の

う
え

、

一
句
(
一
首
)
夲
記
入
し
て

文
化
振
興
係
へ
郵
送

※
複
数
を
出
品
ま
た
は
団
体
で

申
し
込
む
ば
台
は
、(

ガ
キ
大

の
用
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
住
所
・
氏

名
・
年
齢
等
を
明
記
の
う
え

、

袤
こ
め
て
郵
送
し
て
壑
町

申
込
期
間
▽
絵
画
・
写
真
…
　

l
月
1
3
・
1
4
日
、午
前
1
0
時
　
～

午
後
4
時
▽
俳
句
・
短
　

歌
…
9
月
1
日
～
1
4
日

申
込
先

い
ず
れ

も
、
本
庁
舎

(
千
庄
)
・
文
化
振
興
係

〒
圀
千
住
1

―
4
―
1
8

響
署
員

足
立
区
文
化
団
体
連

合
会
に
委
嘱
(
入
賞
作
品
は

展
一
期
間
中
展
示
し
祟
T
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

文
化
振
興
係

3
6
6
2
)
1
1
1
1

㈹

「足立60景」をイメージして、心に残る作品を
多数ご応募ください( 写真は元渕江公園)

中央公園の今年の桜

情 報 コ ー ナ ー

スタンプラリーにチャレンジ
春です。心も軽く。スタンプラ

リーに出かけませんか。くわしく
は、マ ップをご覧ください。
マ ップを置いてある場所 区役所
(千住・中央本町庁舎) 、エ ル・
ソフィア、プ ルミエ、総合スポ
ーツセンター、 桜花亭、郷土溥
物館、 都市農業公園

※ 記念品が新しくなりました。
問合せ先 観光協会事務局
(中央本町庁舎・産業振 興課内)

3880 ―5191
区内21カ所のスタンプ があります

あだちリバーウォッチング
～水上バスによる河川めぐり～

5 月下旬の初夏、さわやかな風
といっし ょに船に乗って、青葉・
若葉をたずねてみませんか。
日時5月28日( 木) 、午前10時～　
午後2 時30分( 予定)

コース千住曙町船着場( 集合) 　～
岩淵水門～千住新橋～東京港　～
千住( 解散)

対象 観光協会会員および区内在
住の方

定員95 人( 抽選)
費用　　 観光協会会員… 1, 000円　

会員外… 1, 500円
※ 当 日、現地支払い( 昼食付) 。
申込方法 往復ハガキに希望者全
與の住所。氏名、年齢、電話番

号、会貝外の別、「リバーウォッ
チンク 希望 」と明記( ハガキ1　
枚に1 組3 人まで、子供も1 人
とし て数え ます)

※ 重複申し 込みは無効。返信用八
ガキの 表にも 。代表者の住所、氏
名を必 ず記入し てくだい。
申 込期限4 月22日消印有効
抽 選4 月28 日( 火) 、午前10時
中央 本町 庁舎202 会議 室で 公開
抽選。 結果は、返信用ハガ キで
お知らせし ます。

申込・問合 せ先 観光協会事務局
(中央 本町 庁舎・産業振興課内)
〒120 中央 本町1- 17- 1

3880- 5191

「緑の羽根」にご協力を

恒例の「緑の羽根」募金運動を
行っています。
募金運動をとおして、緑化をさ
らに強力に推進し、緑ゆたかな東
京をつくるため、皆さんのご協力
をお願いします。なお、募金にご
協力くださる方は、水と緑の公社
までご連絡ください。
募金期間5 月31日まで
問合せ先 水と緑の公社・緑化推
進課　　　　　　3838 ―8126

映像で見る世界
第12回 アジアに生きる人々
困難な生 活環境 の中 でたく まし

く生きる人 々。 そし て、援助の手
を差しのべる 人々。 アジアの人々
の暮らしを紹 介し ます。
日時4月22日( 水) 、午後7時　～

8 時40 分
内容 ①尾 根と山峡 の人々―ネパ
ールの村から ②民 衆とともに
―タイのある民間機関 の運励
③コーランの聞こえる 村から―
マレーシ アのある生 活改 善運動

※ 家族計画国際 協力 財団 提供の、
ビデオを上映し ます。
費用 無料
申 込方法 当 日直接会場へ
場所・問合せ先 青年センタ ー

3890- 0061

改修整 備 が完了
竹ノ塚駅東口広場

かね てから改修 鰹備を 行ってい
ました 、竹ノ塚駅東口広場が完成。4
月4 日、地元主 催の完成 セレ モ

ニ ーが盛大に 行わ れました。

広場全体は竹の笹( ささ) 舟を
イメージし たもので、区内朷の屋
外からくり時計や噴水を設置、区
民 の新し いいこいの場として活用
さ れています。
問 合せ先 西部工事事務所

3855- 1161

ことぶきクラブに
参 加 し ま せ ん か

健康に自信 がなく なってきたお
としよりのため、 軽い体操 、健康
の相談、手芸、レ クリエ ーション
など 様々な活動で 、健康づくりを
お 手伝いし ます。
日時5月から平成5年3月まで　
の毎週木曜日、午後1時30分　～
3 時30分( 月1 回の 会食日は

午前10時 から)
参加資格　　 区 内在住で65歳以 上
の方　　 気力 、体 力の衰えを感
じているが自分で 通え る方　　
家族の介助で 通え る方

※ 医療的 介護を 必要とする方は参
加でき ません。
定員20 人( 先着順)
費用 月額500円( お やつ。会 食代)
申 込方法 直接窓 口または電 話
受 付開 始4 月15日
場 所・申 込・問 合せ先 千住老人
館 千 住元町34 ―1

3882- 2765

サービスセンターゆうの事業
主 催 王子労政事務所

内職・パート 相談
技能講習会事業案内
サ ーピスセンタ ーゆうでは 、就

菓を希望する方のために、 次の 事
業を行 っています。
□ 内職相談・パ ート職業相談( 紹
介・あ っせん)
日時　　平日・・・午前9時～午後4　
時　　土曜日…午前9時～11時

※ 日曜、祝日、第2 ・4 土皿日は
休みです。
□ 出 張相談( 内職と足立職安主催
のパー卜)
日時毎凋金皿日、午後1時30分　～

3 時30分
櫑所 西新井区民ギ ャラリ ー( 西
新井駅東ロサテ ィ4 階)

□ 求人相談( 内職・パート)
事業主の方の求人相談も受け付

け ています。
□ 技能講習会( 右表)
就業に必要な知識や技能を身に

つけ、より有利な条件で働きたい
方のために、工業用ミシンの講 習
会を行っています。
□ 高齢者職業 相談( 紹介・あ っせ
ん)
日時毎月第2火钁日、午前10時　～

午後3 時
主催 墨田高年齢者蔵業相談所、
足立区シルバー人材センター

□ 労働柤談( 労働者・使用者間の
労働関係相談)
日時毎月第1月曜日、午後2時　～

4 時

工業用ミシン縫製技能講習会

日時5月7日～27日( 土・日曜　
日を除く15日間) 、午前10時～午　
後3 時

対 象 区内在住の初心者
内 容 基礎縫いからブ ラウス、ス
カ ード などの製作

定員16 人( 先着順)
費用 無料( 教材 費3, 000円 程度実
費負担)

申込 方法 住所を 確肥できるも の
(健康 保険 証等) を持 参し て直
接窓口へ

受付開始4 月24 日( 金) 、午前9　
時 から

――いずれも――
(出 張相 談を 除く)

姻所・申 込・問 合せ先 サービ ス
センタ ーゆう( 綾瀬プルミエ内、
硬瀬駅 西口下車徒歩3 分)

3838 ―3584

技能講習 会

RECYCLE　PAPER
―森林資源を大切に―

Se. 　240, 000


